
提

出

者

金

田

誠

一

平
成
十
二
年
十
月
二
日
提
出

質

問

第

七

号

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
に
関
す
る
質
問
主
意
書

7



マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
に
提
出
し
た
「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
と
当
然
の
法
理
に
関
す
る
質
問
」
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
（
平
成
十
二
年
九
月

十
二
日
）
の
不
明
な
点
に
つ
き
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
答
弁
書
で
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
は
「
公
権
力
の
行
使
又
は
公
の
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に
携
わ
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
連
し
以
下
質
問
す
る
。

�

第
一
期
研
修
員
の
う
ち
通
産
省
に
配
置
さ
れ
た
研
修
員
は
、
貿
易
保
険
を
担
当
し
「
保
険
引
き
受
け
の
現
場
で
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
（
引
き
受
け
担
当
者
）
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
、
実
際
の
保
険
の
審
査
を
や
ら
さ
れ
」
（
『
人

事
院
月
報
』
九
十
七
年
八
月
号
十
七
頁
）
、
「
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
通
産
省
で
の
最
終
審
査
委
員
会
に
諮
り
、
必

要
な
資
料
（
も
ち
ろ
ん
全
部
日
本
語
）
を
作
成
し
、
説
明
を
行
い
、
了
解
を
取
り
付
け
た
」
（
同
右
）
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

同
研
修
員
が
担
当
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
。

�

こ
こ
で
の
「
保
険
の
審
査
」
は
公
権
力
の
行
使
又
は
公
の
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
と
は
全
く
関
わ
ら
な
い
も
の
な
の

か
。

一



�

「
通
産
省
で
の
最
終
審
査
委
員
会
に
諮
り
、
必
要
な
資
料
（
も
ち
ろ
ん
全
部
日
本
語
）
を
作
成
し
、
説
明
を
行
い
、

了
解
を
取
り
付
け
た
」
と
い
う
一
連
の
行
為
は
、
公
権
力
の
行
使
又
は
公
の
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に
該
当
し
な
い
の

か
。

�

同
じ
く
第
一
期
研
修
員
の
う
ち
厚
生
省
に
配
置
さ
れ
た
研
修
員
は
「
農
薬
に
関
す
る
課
内
や
局
内
の
会
議
は
も
ち
ろ
ん

審
議
会
等
に
は
農
薬
の
暴
露
評
価
に
は
直
接
関
係
の
な
い
毒
性
評
価
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
、
農
薬
に
直
接
関
係
し

な
い
会
議
、
例
え
ば
予
算
要
求
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
、
国
会
関
係
の
事
務
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
農
薬
関
係
の
課
員
が
一
人
増
員
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
当
課
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
」
（
『
人
事
院
月
報
』
九
十
七
年
八
月
号
二
十
頁
）
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
以
下
の
点
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

同
省
に
お
け
る
課
内
や
局
内
の
会
議
及
び
審
議
会
等
に
お
い
て
は
公
の
意
思
の
形
成
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

�

同
研
修
員
は
こ
れ
ら
の
場
に
お
い
て
自
己
の
意
見
を
開
陳
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
。

二

答
弁
書
が
い
う
「
当
該
研
修
員
に
開
示
さ
れ
て
い
な
い
と
受
入
機
関
が
通
告
し
た
情
報
」
の
全
て
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

二



い
。

三

答
弁
書
で
は
、
受
入
機
関
及
び
そ
の
職
員
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
が
秘
密
に
「
接
し
得
る
状
況
に
置
か
な
い
」
と

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
各
省
庁
が
取
っ
た
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

研
修
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
課
の
室
内
に
お
い
て
次
に
関
わ
る
知
識
又
は
文
書
、
図
画
若
し
く
は
物
件
が
取
り
扱
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
国
家
公
務
員
法
」
第
百
条
で
定
め
る
「
秘
密
」
。

�

「
自
衛
隊
法
」
第
五
十
九
条
で
定
め
る
「
秘
密
」
。

�

「
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
」
（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
二
号
）
第
二
条
で
定
め
る
「
秘
密
」
。

�

「
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法
」
第
一
条
第
三
項
で
定
め
る
「
防
衛
秘
密
」
。

�

「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
刑
事
特
別
法
」
第
六
条
で
定
め
る
「
合
衆
国
軍
隊
の

機
密
」
。

�

「
取
扱
い
上
の
注
意
を
要
す
る
文
書
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
達
）
」
（
防
防
調
一
第
九
四
八
号
）
で
定
め
る
「
取

三



扱
い
上
の
注
意
を
要
す
る
文
書
等
」
。

右
質
問
す
る
。

四


